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1 ．は じ めに

　 GPM （http：〃www ．eorc ．jaxa．jp／GPM ／indexj．htm）の

開発 と と もに ，
2 周波降雨 レ

ーダー
や 放射計を用

い た降雨強 度推 定 ア ル ゴ リズ ム の 研 究開 発 が行 わ

れ て い る（Okamoto 　 et 　al ．2004）．こ の よ うな ア ル ゴ

リズ ム で は 適切な 雨滴粒径 分布（DSD ）モ デ ル を用

い る 必 要が あ る が ，世界で DSD の観測デ ータが あ

る の は ，ごく限 られた地域で ある．その た め我 々

は TRMM 降雨 レ
ーダー

（PR ）か ら得られ る DSD 情
報 （epsilon ）を用 い て ， グ ロ ーバ ル DSD パ ラメ

ー
タ

の 推 定を試 み て きた（古津 他 ， 2005）．降雨 強度推

定 ア ル ゴ リズ ム にお い て は ，DSD の みな らず適切

な降雨タイ プ分類の 必 要が あ る ．こ こ で は epsilon

か ら推 定 し た DSD と降雨 タ イプや 雷特性 との 相

関を調 べ た 結果 を 発 表 する ，

2 。PR に よ る DSD 推 定

　PR の 降雨 強度 プ ロ フ ァ イ ル 推定 ア ル ゴ リ ズ ム

2A25 で は ，測定 された Z 因子 の 降雨減衰補正 を，

表 面参照 法 で求 め た パ ス 積分 降雨減衰を 基準に し

て行 うこ とで 減衰補正 の 安定 化 を図 っ て い る．具

体的に は ，減衰係 数と等価 Z 因子の 関係式 の 基準

係数 の 補正 項 epsilon を，表面参照法 を基準に し て

推定 して い る （lguchi　et　al．，2000）．　 epsilon の 推定

は ，Z−R 関係（Z2αR5 の 係数 o の 推定 と等価で あ る，

epsilon は小 さい ほ ど粒径が 大き く，対流性降雨に

お い て cpsilon ＝0．8〜1，2 は，　 a 　・・　280 〜130 に対 応

す る．（b・＝　 1．43 固定）

3 ．降雨タイプと DSD の 関係

　 GPM を想 定 して 開発 が進 め られ て い る マ イ ク

ロ 波 放 射計 ア ル ゴ リズ ム GSMaP （Okamoto　et　al、，
2004）で は，Takayabu・Katayama （2004）降雨タイ プ

分類が 降雨構造モ デ ル に使われ て い る．こ れ は，
PR デ ータ の メ ソ ス ケ

ール 統計に よ り陸上 4 タ イ

プ
， 海上 3 タ イ プ に 降雨 を分類する もの で あ る ．

こ の 降雨 タイプ と DSD パ ラ メ ータ epsilon の 関係

を図 1 に示 す，陸上 （特 に夕立）で粒径 が大 き く，

海上で は温 帯 低気圧 の 粒 径 が比 較的大 き い 。

4 ．雷特性 と DSD の 関係

　 陸上 の 降雨 タイ プ と DSD の 関係 を更に明確化

す る た め，最近 高薮 （2006）に よ り提 案 され た降雨

／発 雷比（RTR ）と epsilon の 相関 を調 べ た ．図 2 に

そ の 結果 の 例を示 す．発 雷数が相対的 に多い （RTR

が小 さ い ）降雨 か ら，発 雷数が 少 な い 降雨 に 対 し て ，

epsilon （対 流性降雨）は 概ね 0．75〜1．0 程度 ま で 変

化 し ，Takayabu ・Katayama （2004 ）降 雨タイ プ との

関係付けよ り明確 に DSD 変化 に対応 し て い る こ

と が わか る．こ れ は降雨量で 規格化 し た 発 雷頻度

に よ っ て対 流性 降雨 の DSD 特性が 良好 に特徴付

け で きる こ とを示 唆 して い る ．

　発表 で は epsilon と世界各地 の デ ィ ス ド ロ メ ー

タデー
タ との 関係，PR に よる epsilon （DSD ）推定

精度な ども合 わせ て 議 論す る ．
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図 1 ．降雨タイプ と対流性 epsilon の 相関．
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図 2 ．log　R皿 と陸上対流性 epsilon の 相 関．
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